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要約

ほめることで期待 どお りの結果 を得るためには,ほ め手の意図が受け手に伝わることが前提 となる.

しか し実際には,ほ め手と受け手の間で,ほ めるべ き対象やほめるべ き状況についての認識が一致 しな

い場合もあると考えられる.こ のため本研究では,ど のような理由において,ほ め手 と受け手のほめ理

由認知のズレが生 じるのかについて検証することを目的とした,

240名 の大学生を対象に,小 ・中学校 と大学の授業中に発表者がほめ られるという仮想場面を設定 し

た調査を行 った.回 答者は,ほ める側/ほ め られる側/第 三者の立場か ら,「優秀」「基準到達」「発表

態度」「努力」「継続期待」「人柄」「自信をもたせる」「信頼関係を作る」の理由が,ほ める/ほ められ

る理由として適当であるかについて評定 した.

その結果,ほ める立場ではほめ られる立場よりも,ど の理由において もほめるべ きという評価が高い

ことがわかった.た だし,立 場に関わらず,「努力」はほめる理由として最 も高く評価 され,「人柄」「信

頼関係」は低い評価であった.ま た小 ・中学校場面では,ほ める立場では 「継続期待」「自信」をほめ

る理由として高 く評価 していたが,ほ め られる立場は低い評価 をしてお り,認 知のズレが大きかった.

このようなほめる立場 とほめ られる立場の認知のズレが大 きい内容をほめる場合は,説 明を十分にする

などの配慮が必要であると考えられる.
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Abstract

Inordertogetexpectedresultsofpraising,itisessentialthattheintentionofthepraiserbecommunicatedtothe

praisereceiver.Thereare,however,sometimescaseswhenthepraisereceivermisunderstandstheintentionofthe

praiserbecauseeachpartyhasdifferentconceptsofthereasonforpraisingorofthesituationwhenpraisingoccurs.

240collegestudentswereassumedtobeinasituationwhereapresenterispraisedinaclassroomofelementary/

middlehighschoolandcollegestudents,andwereaskedtocompleteaquestionnaireaboutvalidityforpraise

reasons,suchas"academicexcellence,""standardachievement,""attitudeinpresentation;'"thepresenter'sefforts,"
"expectationforfutureperformance

,""personality,""encouragingconfidence,"and"trust-basedrelationship".Each

ofthereasonswasratedfromthestandpointofapraiser,apraisereceiver,andathirdperson.

Itwasshownthatpraiseineveryfactorgivenaboveshouldbeemphasized,andthisemphasiswasstrongerwhen

oneispraisingthanwhenonewasbeingpraised.However,ineverysituation,"thepresenter'sefforts"wasregarded

asthemostimportantandinthecategoryofthepraiser,elementary/middlehighschool."expectationforfuture

performance"and"encouragingconfidence"werevaluedverylowlybytheonebeingpraised,showingalarge

differenceintheconceptsofthereasonforpraisingorthesituationwhenpraisingoccurs.insuchcases,sufficient

explanationforthepraiseshouldbemade.
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